
 

公益社団法人 土木学会 教育企画・人材育成委員会 成熟したシビルエンジニア活性化小委員会 

委員会からのメッセージ 
 

岩本さんは、50 歳代早々に取締役に就任するなど、鉄道会社でトップを歩んでこられました。鉄道会社で培った

知識と経験を活かして、地域で土木を理解してもらう活動を続けてこられた岩本さんのお話を聞き、シニアエンジニ

ア退職後の活躍の参考にしたいと思いました。 

 

土木の面白さを伝えたい  
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どぼくおもしろクラブ堺 代表 

 
1934 年生まれ。大阪大学工学部構築工学科（土木コース）卒。1957 年に南

海電気鉄道株式会社入社。鉄道構造物建設に携わる。1985 年に取締役、

常務、専務を経て 1995 年に監査役、2001 年に退職。2007 年にどぼくおもしろク

ラブ 堺を設立。CVV 所属。その他、在職中は関西鉄道協会技術委員長、日

本鋼索協会関西支部長、土木学会関西支部副支部長等歴任。 
 

  インタビュー日： 2013 年 6 月 11 日 
  聞  き  手： 高橋麻理、加藤 隆、山登武志 
 

 

どぼくおもしろクラブ堺 

現在の活動内容は？ 

 2007年に、土木・建築の専門技

術者が一般市民や子供たちを対

象に土木の面白さを伝える活動を

する「どぼくおもしろクラブ堺」を設

立しました。現在、2ヶ月に1度、14

名で活動しています。地域のイベ

ントに参加して、レンガでアーチ橋

を造ったり、液状化の実験や耐震

模型でゆれ方を見せたりして、楽

しみながら土木や建築の正しい知

識を普及させようとしています。こ

の団体は、2006年度に堺市高齢

者就労的生きがいづくり活動実施

支援事業に申請して100万円の補

助を受け活動しています。 

 このほか、地元の赤坂台子ども

ひろばで就学前の子どもたち、そ

の保護者や放課後の子どもたち

の遊び相手をしています。また、

土木学会関西支部から発生した

CVV(Civil Veterans & Volunteers)

にも参加しています。 

 子どもたちの反応は、正直言っ

て、芳しくありません。土木は人気

ありませんね。レンガアーチも喜

ぶのはお母さんと小さな子ばかり

で、小学校高学年になると興味を

持ってくれません。 

土木の面白さを伝える 

伝えたいことは何ですか？ 

土木の面白さや、やりがいです。

社会に必要な大切な仕事をして

いるのに、土木関係者は説明不

足、説明嫌いですね。 

 友人達との家族旅行でダムや大

スパン橋梁などの土木構造物を

見せるとみな感激してくれるのに、

その他の活動ではなかなか反応

がありません。子どもたちにもなか

なか土木の面白さが伝わりませ

ん。 

 

活動を始めたきっかけは？ 

 在職中から、土木に対する不人

気や理解が少ないことが気になっ

ていたことです。連れ合いが元教

員で、退職後に子供たちの世話を

するボランティアを始めたこともき

っかけです。 

 子どもたちに伝わりやすいものを

と考え、レンガアーチや液状化模

型を同僚や関係諸機関のご協力

で工夫しました。土木の説明をす

るには、まずは家族から説得しな

いといけません。私も家族に建設

現場を見せたりしてようやく支持を

得ました。 

第

ai 

7 回

ai 



 

公益社団法人 土木学会 教育企画・人材育成委員会 成熟したシビルエンジニア活性化小委員会 

インタビューを終えて（聞き手から） 
 

飛行機にあこがれる少年がそ

のまま土木技術者になったよ

うな岩本さん。自分史年表を持

ってインタビューに来てくだ

さいました。（写真・右） 

岩本さんの活動をきっかけ

に土木に興味を持つ子どもや、

岩本さんと一緒に活動してく

れるシニアエンジニアが 1 人

でも増えるといいですね。 

 

飛行機から鉄道へ 

経歴を聞かせてください 

戦前の生まれで飛行機少年で

した。目が悪くて飛行機乗りはあき

らめましたが、機械いじりも好きで

した。進学を考えていた航空工学

科が無くなってしまったので、その

流れを汲む構築工学科に進み、

少しでも飛行機に近い鉄道工学

を専攻しました。 

南海電鉄在職中は、車庫建設、

高架化工事、ホテルの建設など、

土木から建築まで幅広く都市近郊

鉄道の建設に携わりました。 

常務、専務取締役を務めて 60

歳を過ぎて常任監査役になりまし

た。その 6 年間に役割柄、会社全

体を俯瞰できたこと、時間の余裕

ができたことで、退職後の生活に

軟着陸できました。 

 

各年代での思い出は？ 

20 歳代では、最初で最後の手

作り仕事ができました。スパン数メ

ートルの橋梁の架け替えでしたが、

計画から調査･設計、予算書、施

工まで携わりました。 

30 歳代から、鉄道の高架化工

事にかかわりはじめました。 

40 歳代、高架化工事が本格化

しました。地権者、他の鉄道会社、

自治体、建設省などとの折衝を行

い、費用分担を決めました。苦労

しましたが、これが現在の高架化

工事費用分担の基本になりまし

た。 

50 歳代では、ホテルの建設や

なんばの再開発に携わり、大学で

の建築関係の勉強が役立ちまし

た。 

鉄道会社での経験を活かして 

現在の活動のための準備はいつ

ごろからどのように？ 

折衝や交渉は仕事でやってい

ましたが、それは関係者だけが相

手です。一般の人への説明等は

全く行ってきませんでした。地域

活動に取り組むようになったのは

退職して老人大学などに入ってか

らです。 

 

退職前に身につけておいたほう

が良いことは？ 

絵を描く、歌を歌う、踊ることが

できると本当に重宝です。私はど

れもできません。こういうことが得

意な人がうらやましいです。 

若いシニアの入会を 

今後の予定は？ 

今年 80 歳になるので、現在の

活動は一区切りと思っていますが

気力･体力があればその先も続け

るつもりです。 

レンガのアーチ橋は経済的で

良いのですが、重くて、運搬や後

の清掃が大変です。60 歳代の若

いシニアの参加を期待していま

す。 

在職中に市民活動を 

これから退職を迎える技術者へ

のメッセージを 

退職後に市民活動を行おうと思

っても、なかなかきっかけがありま

せん。在職中から、講座や講習会

などで地域とのつながりを作って

おくことが大切です。その際、自

分の専門分野をはっきり言いまし

ょう。それと、人に自慢できる趣味

を持ってください。  

（文責・高橋麻理） 
 

 

        岩本樹雄さんの魅力  
  

 南海電鉄の鉄道技術分野、特に連立事業の展開に力量を発揮し、関係

機関の間では、口八丁手八丁のハードネゴシエイターとして勇名を馳せ

ていた。多彩な人脈交流、厚い人望の故に、土木学会関西支部副支部長

や大阪大学構築会会長などの経歴がある。地域の市民活動にも意欲的

で、堺市の「どぼくおもしろクラブ堺」を設立して、親子の「橋づくり

体験学習」など、指導に奔走している。土木学会関西支部 FCCから芽

生えたCVVの活動にも積極的に取り組み、重鎮的存在であるのも頼も

しい。少年時代からの飛行機マニヤが高じた趣味の航空機模型蒐集や航

空ショーのビデオ撮影などの幅広い知識も、土木ファンを増やすのに役

立っている。                       

金山正吾（CVV） 
       金山正吾（どぼくおもしろクラブ、CVV）  
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